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図 1‥ARockingRatchetの模式図｡走査型光ピンセットにより実現した非対称周期ポテンシャル
をsine型に揺するとトラップされたビー ズの拡散運動に一方向性が生じる｡B光学rockingratchet
における拡散係数と移動度の関係｡ポテンシャルを揺すった状態で拡散係数と移動度をそれぞれ
測定し､両者の関係をプロットした｡左下から振幅A=OL､0.20L､0.26L､0.40Lでのデータを
表す｡ただしLはポテンシャル周期 (2.5ILm)｡Inset:各振幅Aにおける､無負荷でのビー ズの
平均速度｡Aの右方向を正にとってある｡
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